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てみると（飼料単価1毎，前期用34．5円，後期用33円）

90軸区10，097円，100吻区11，914円，110毎区12，468円

であり，今かりに枝肉吻当り単価320円とみれば90軸区

19，808円，100た牙区22，080円，110毎区24，032円となり

これを差引試算すれば90軸区9，711円，100軸区10，166

円，110吻区11，564円で90軸区より100的区455円，
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110吻区1，853円多く．したがってこのことだけについ

てみるならは大型種のラソドレースの出荷の場合100軸，

110軸の出荷が有利と思われるが，脂肪厚の点や大型枝

肉の点で110毎区は，実際の項弓きされる傾向がある。

なお・正確を期するため42年度においても追試を行な
う予定である。

寒冷期における豚舎様式と豚の発育に関する実態調査

伊　藤　　青・村　田　亀　松

（岩手県畜武）

1．ま　え　が　き

寒冷積雪地帯における施設費の節減を目的とした兵家

向け簡易豚舎の様式を，実験的に検討を加える資料を得

るた軋　岩手県内農家の既設豚舎の様式と気温，豚の発

育について調査した。なお調査に御協力を頂いた千厩，

一戸鼻薬改良普及所および本官農協に対し深甚の謝意を

表する。

2．調　査　方　法

1．調査地と調査期間

第1表のとおり，県内3カ所，各3戸の農家で実施し

た。

2．調査の条件と調査項目

調査隊は全戸YLで，その飼養管理は各農家の慣行に

したがった。気温は最高・最低寒暖計を各豚舎内の高さ

1．2mに設け，午前9時測定とし，外気温は，各地気象

測候所の観測値を用いた。発育と増体量は，調査開始時

体重と終了時体重は実測し，15～20日間隔に豚体重推定

尺を用いた。

3．調　査　結　果

1．豚　　舎

調査時豚舎の概況は第2表のとおり千厩ではデソマー

ク式豚舎で，農家養豚の規模であり，外周は殆んとビニ

ール張りであったが，K．Ⅰ豚舎では北面をかやで覆

い，S．Ⅰ舎ほ時にストーブで暖めていた。盛岡では改

造豚舎であり．豚舎面墳＝豚房面積という様式を示し．

F合の防寒設備のない豚舎と醸酵熱を利用したT舎が対

照的であった。一戸町Y豚舎は比較的規模の大きいデン

マーク式木造であり，0舎は古い残飯謹豚の塾で形式的

に入口だけむしろ張りとした小豆であった。T．T豚舎

は飼料用紙袋で外周を覆った様式で，各地とも，簡易な

構造と様式を示した豚舎であった。

2．気　　温

第1表　　調　査　地　と　調　査　期　間

注．一戸町Y豚舎では2豚房の豚匿ついて調査した○
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第　2表　　調　査　豚　舎　の　概　況

地　　帯
豚　舎

面　積

調査時

収容数

1豚房
当　り

面　積

調査隊
1頭当
り両横

豚　舎　の　主　な　構　造 防寒上の設備

千 厩 町
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第1図　外気温と豚舎内気温の変化（平均気温）

各地の豚舎内外の平均気温の変化は第1図に元した

が，各地とも1月中旬が最も低く，2月上旬より徐々に

上昇がみられ．3月上旬が最も高かった。豚舎内気温

は，各地とも外気温と大体平行しているが内外の温度差

の多少は，豚舎外周（壁）の保温処置（防寒設備）によ

って異なっているものと思われた。全く防寒設備のない
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第2図　防寒用の主な材料と豚舎気温の変化

F舎と殆んとない0舎では，外気温との差が少なく，ビ

ニール，飼料袋，かやなどによる囲いのS．Ⅰ，G．Ⅰ，

K，Y，T．T豚舎での平均気温は0℃以下になること

が少なく，外気温との差が大きかったことは，ビニール

や稿群煩の簡単な囲いでも．ある程度の防寒が達せられ

ている。しかし同じビニール張りをしたS．Ⅰ，Y合で

は最も気温の低い1月16日～1月25日（S．Ⅰ舎では薪

ストーブで暖めている）にその平均気温は0うC以下にあ

ることは豚舎面積がY豚舎で280．5謡，S．Ⅰ合で165

㌦と，他の豚舎より大きいこと．あるいは軒高，膜壁の

種煩などの構造上の問題のほかに，飼育密度による豚自

体の体温の関係もあるとみられる。
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3．防寒用の主な材料と気温

豚舎外壁を関っている主な材料別にみた舎内平均気温

は第2図のとおりで，全く設備のないF，形式的なむし

ろ張りの0舎の気温は低く，かやとビニールを組み合せ

たKI舎が最も高かった。次いで醸酵熱，ビニール，飼

料用紙袋の順であった。外気温の低い時期にその差は大

きく，1月16日～1月25日でK．Ⅰと0との差は10．90C，

G．Ⅰと0で7．2℃，Tと0は9．6℃，T．Tと0で7．4℃

であった。調査終了時の3月下旬では，その差は3～

1．2℃と少なかった。かやを主体としたK．Ⅰと薩酵熱の

T合は0℃以下にならなかったが，ビニールを主体とし

たG．Ⅰ舎の変化は大きく紙袋主体のT．T舎とともに

保温効果よりは寒風を防ぐ事に重点があるように思われ

た。またT．T合は紙袋の囲いを密閉に近い状態にした

ため，湿度やガスの影響もあり，その平均気温は0℃前

後に推移したものと思われる。これらの畜舎内気温の差

は，豚舎外壁の防寒材料によって異なっていたが，防寒

に要する経費と増体との関係で，どこまで資材を投入す

ることが有利であるのか，その限界点については今後の

問題になると思われる。

4．発育と増体量

発育と増体量は第3表に示したが，増体量の多いのは

Y2の57．5軸．K．Ⅰの48．4軸，Fの46．3た牙で，少ないの

はS．Ⅰの40．2物であり，一般に各地とも防寒設備の良い

K・Ⅰ，G．Ⅰ，K，T．T，Yの増体量は良い傾向を示し

た0　しかし外気温との差の少ないF．0．S．ⅠではF舎

の増俸が多いことは注目される。F舎は防寒設備のない

豚舎でありながら増体量が順調であったことは，寒冷気

温の影響よりも調査開始時の体重が他の例よりも大きい

ことが影響したものと思われる。このことは，また，同

一豚舎内でも認められ，開始時体重がY．Ⅰ43．8軸，Y2

が57・5軸であったものの増俸量がそれぞれ16．6軸．28．3

軸となり．子豚の大′トによる影響があらわれている。

5．増体量と気温

各地の特徴ある防寒設備をした豚舎を選んで平均気温

と増俸量の変化を第3図に示したが，一般に気温の低い

時期に増体量は少なく，気温の上昇に伴い増俸が多い傾

向を示している。外気温が低い1月中・下旬の豚舎内平

均気温はK．Ⅰ舎が0℃以上にあり，T．T舎は0℃前後

に推移しているが，増体量は1月14日でK．Ⅰ7．4物，

T．T7．3た9，1月27日の増体量でK，Ⅰ6．9た飢　T．T

8．4物でK．ⅠとT．T舎とでは大差がなかった。そして

T．T舎の増体重の変化は，気温上昇がみられた2月14

日で8．4軸，2月27日で8．8軸と安定した増俸量を示し

第3表　発育と増体重（各戸1頭当り平均）

千

戸

第4表　飼料消費量と飼料要求率（1頭当り平均）

戸

注．K．0豚舎では自給飼料消費量分を風乾物として加算している○
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第3国　豚舎内平均気温と増俸重

たことは寒冷に対する子豚の順応性によるものとみられ

るが．今後さらに検討を要する問題である。また防寒設

備のないF豚舎は2月14日の増俸量で4．5たぎと，K．Ⅰ，

T．T会に比べ少なかったことは，また，累培された寒

さと冷えの影響なのか，あるいは一時的な最低気温によ

る影響なのか，生産面と生理的反応とを合せた検討が望

まれる。

6．飼料消費量と飼料要求率

調査期間中の飼料消費量と要求率は第4表のとおりで

ある。今回の調査豚は．育成初期から中期のいわゆる発

育途上の豚であり，厳密な飼料要求率の比較はできない

が，一掛こ，高温期に比較して，寒冷期には体維持と発

育の関係から採食量は多くなると云われているが．今回

の調査例も一般に飼料消費量は多い。増体量も比較的良

く，外気温との差の大きいK．Ⅰ，G．Ⅰ，T豚舎で．そ

れぞれ飼料要求率は4．05，4．34．4．14であり，外気温と

の差が少なく，増俸の長いF舎で4．27と，寒冷により飼

料消費量が増大する傾向がみられる。次に飼料要求率と

気温の変化については低温の時と高温の時とでは飼料要

求率にやや変化がみられたが，採食量の多少よりは，子

豚体重の大小や増体量の多少による影響を受けているも

のと考えられる。

4．要　　　　　約

寒冷期における県内3地区，各3戸の既設豚舎による

子豚の発育と気温の実態を調査した結果の概要を要約す

ると

1．豚舎内温度は．各地区とも外気温と大体平行して

おり，外気温の地域差は少なかった。

2．各豚舎内の温度差は，豚舎外壁の簡易な防寒設備

（ビニール，むしろ，稲梓炉）によって異なっている。

3．発育．増体量では各地区とも，最も外気温の低か

った1月中・下旬は緩慢であったが，外気温の上昇とと

もに順調な増体を示した。

4．外気温との差が少ない，防寒設備の殆んと無い豚

舎での増体量の多少は，調査子豚体重の大小による影響

が強いと思われた。

これらの傾向により，初期生育は，素豚体重が小さい

ほと防寒設備が望まれる。その設備としては，かや，飼

料用紙袋，稲梓炉とビニールの組み合せ，あるいはビニ

ールだけでも，簡易な防寒処置により，その目的は達せ

られるものと思われる。


